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力・ガスは、ラオス、カンボジアでの天然ゴムやコーヒー、サトウキビの農園経営や水力発電の開発といった投資案件が中心だ さらに近年は情報通信が上位業種の一角に食い込ん いることも注目される。二〇一〇年末に初登場してからシェアをじりじりと上げており、二〇一五年末の累積認可額で情報通信は四位（シェア九％）の業種となってい 背景には先述のベトテルが海外事業を積極的に拡大していることがあるとみられる。　
以下では、国際化に意欲的なベ
トナム企業の事例として、ベトテルと、乳業最大手 ナム・デイリー ・ プロダクツ（ビナミ ク） 、格安航空（ＬＣＣ）のベトジェットエアの三社について、やや詳しくみていこう。
表 1　ベトナムの対外直接投資額の国別内訳（累計ベース、2015 年末）
国名 金額（100 万ドル） シェア 件数 シェア
金額 / 件数
（100 万ドル）
ラオス 4,949.1 25% 210 24% 24 
カンボジア 3,483.8 18% 157 18% 22 
ロシア 2,405.2 12% 11 1% 219 
ベネズエラ 1,825.4 9% 2 0% 913 
ペルー 1,336.9 7% 6 1% 223 
アルジェリア 1,261.5 6% 1 0% 1,262 
マレーシア 1,220.5 6% 12 1% 102 
アメリカ 558.3 3% 128 15% 4 
ミャンマー 472.1 2% 41 5% 12 
タンザニア 355.6 2% 3 0% 119 
モザンビーク 345.9 2% 3 0% 115 
カメルーン 231.2 1% 3 0% 77 
シンガポール 230.9 1% 61 7% 4 
ブルンジ 170.0 1% 2 0% 85 
オーストラリア 139.0 1% 16 2% 9 
その他 759.9 4% 217 25% 4 
合計 19,745 100% 873 100% 23 
（出所）ベトナム統計総局のウェブサイトより作成。2016 年 11 月 30 日アクセス。
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コンデンスミルク、ヨーグルトなどを手掛ける大手メーカーである。二〇一五年一二月期の売上高は約四〇兆ドン（約 八億ド ） 。アジアや欧米、中東など四〇カ国超へ輸出し、海外売上高比率は約二割を占める。当面の目標は売上高を三〇億ドル規模へ増やし、世界の乳業メーカーの上位五〇社に入ることだ。地元ベトナムでは牛乳で五〇％、コンデンスミルクで八〇％など既に高いシェアを獲得しているため、目標達成のためには海外部門の拡大が欠かせない。　
同社の経営は既に海外から高い
評価を得ている。 とえば アリカ『フォーブス』誌の「アジアの優良大企業五〇社（二〇一六年版） 」に初めて選ばれている。同




ンドで同国乳業大手 ラカ社の株式約二割を取得し、初の海外生産拠点となる粉ミルク工場 稼働た。二〇一四年には牛 やバターの生産 ・ 販売を手掛ける メリカ ・ドリフトウッド・デイリー社の株
ベトテルがカンボジアで展開する「metfone｣ ブラ
ンドの店舗（プノンペン国際空港内、筆者撮影）
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アであるが、経営の中心は運航能力の九割超を占める国内線で、今後は国際線の増強が必要となる。国際線は二〇一三年にホーチミン―バンコクに初就航して以降、シンガポール 、ヤンゴン線、クアラルンプール線などを追加 きた。二〇一六年末の国際路 数は一四と一年前に比べ倍増する見込みである 同年九月からタイ現地法人のタイ・ベトジェットが国内線の運航を始めており、今後はイ発着の国際線も拡充していく。　
国際線の拡張を念頭に、ベトジ
ェットエアは欧州エアバスに一二六機、アメリカ・ボーイングに〇〇機の航空機を発注済保有機数は二〇一五年末 約三〇機から二 二一年に一〇〇機以上へ増えるとＣＡＰＡは予想している。二〇二一年は創業一 年目に当たる年。アジア最大のＬＣＣ、エアアジア（マレーシア）の保有機数が一〇〇機を超えたの一一年目であった。ベトジェットの増加ペースはそれを上回る可能性がある。
　
国際展開に力を注ぐベトナム企
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